
７
種
類
の
舞
が

競
演
を
繰
り
広
げ
る

始
ま
り
は
子
ど
も
番
楽
教
室
で
昨

年
11
月
か
ら
練
習
を
重
ね
て
き
た
伊

藤
⃞
⃞
さ
ん
（
五
城
目
小
４
年
）、

小
玉
⃞
⃞
さ
ん
（
同
４
年
）、
猿
田

⃞
⃞
さ
ん
（
同
４
年
）、
畠
山
⃞
⃞

⃞
さ
ん
（
同
４
年
）
の
４
人
に
よ
る

「
露
払
」。
ボ
ン
ボ
リ
や
扇
子
を
手
に

持
ち
な
が
ら
、
踊
る
場
所
、
舞
い
手
、

囃
子
手
、
観
客
な
ど
、
す
べ
て
を
祓

い
清
め
る
意
味
が
込
め
ら
れ
た
、
競

演
会
の
序
幕
に
あ
た
る
舞
を
堂
々
と

披
露
し
ま
し
た
。

そ
の
後
も
、
番
楽
教
室
の
生
徒
た

ち
が
続
々
と
舞
い
ま
す
。
石
井
⃞
⃞

⃞
さ
ん
（
五
一
中
３
年
）、
畠
山
⃞

⃞
⃞
さ
ん
（
同
１
年
）、
川
村
⃞
⃞

さ
ん（
同
１
年
）、舘
岡
⃞
⃞
さ
ん（
同

１
年
）
の
４
人
が
引
き
続
き
「
露
払
」

を
、
佐
々
木
⃞
⃞
⃞
さ
ん
（
同
１
年
）

が
「
鞍
馬
」
を
、佐
藤
⃞
⃞
さ
ん
（
同

３
年
）
と
川
村
⃞
⃞
さ
ん
（
同
３
年
）

が
「
熊
谷
敦
盛
」
を
そ
れ
ぞ
れ
披
露

し
ま
し
た
。

ま
た
、
山
内
番
楽
保
存
会
の
皆
さ

ん
に
よ
る
「
山
の
神
」、「
曽
我
兄
弟
」

や
、
志
戸
橋
番
楽
保
存
会
の
皆
さ
ん

に
よ
る「
三
番
叟
」、「
三
剣
舞
」な
ど
、

合
わ
せ
て
７
種
類
の
舞
が
勇
壮
に
披

露
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
演
目
が
終
了

す
る
た
び
に
、
観
客
か
ら
は
大
き
な

拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

今
年
で
50
回
目
の
開
催

五
城
目
町
番
楽
競
演
会

全
国
で
も
あ
ま
り
例
の
な
い
特
殊

な
芸
能
「
番
楽
」。
そ
の
起
源
は

修し
ゅ
げ
ん験

と
い
う
山
伏
集
団
の
宗
教
的
な

舞
「
神
楽
」
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
、

悪
霊
を
追
い
払
い
、
天
下
泰
平
、
五

穀
豊ほ

う
じ
ょ
う穣
を
祈
る
意
味
が
込
め
ら
れ
た

舞
に
武
士
舞
や
女
舞
が
加
え
ら
れ
、

独
自
に
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

町
で
は
、
そ
の
番
楽
の
保
存
と
伝

承
を
目
的
に
、
毎
年
の
神
明
社
祭
典

前
夜
に
「
番
楽
競
演
会
」
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

50
回
と
い
う
節
目
を
迎
え
た
今
年

の
競
演
会
は
、
５
月
18
日
に
五
城
目

神
明
社
神
楽
殿
で
開
催
し
、
山
内
番

楽
保
存
会
、
子
ど
も
番
楽
教
室
、
三

種
町
の
志し

と
ば
し

戸
橋
番
楽
保
存
会
の
皆
さ

ん
が
出
演
し
ま
し
た
。

❶熊谷次郎直実と平敦盛の一騎打
ちの場面を表した「熊谷敦盛」。□
□さん㊧と□□さん㊨が熱演。❷
初の競演会の舞台で「露払」を披
露した４人。左から□□さん、□
□さん、□□さん、□□さん。❸
「鞍馬」に出演した□□□さん㊧
は、京の五条大橋で弁慶を打ち負
かす牛若丸を演じました。❹五穀
豊穣を祈る「山の神」。❺「露払」
は中学生も披露。左から□□さ
ん、□□さん、□□さん、□□さ
ん。❻❼囃子手は、舞手たちをい
ちばん近くで見守ります。❽３人
で激しく動きながら舞う「三剣
舞」。❾面の豊かな表情が特徴的な
「三番叟」。❿曽我十郎、五郎兄弟
の戦いぶりを表現した「曽我兄
弟」。刀が激しくぶつかり合います。
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